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三
月
三
日
の
「
耳
の
日
」

に
ち
な
み
、
栃
木
県
中
途
失

聴
・
難
聴
者
協
会
は
二
十
七

日
、
「
耳
の
日
記
念
の
つ
ど

い
�
人
工
内
耳
と
補
聴
器
の

相
談
会
�
」
を
宇
都
宮
市
中

央
一
丁
目
の
市
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
く
。

つ
ど
い
で
は
自
治
医
大
耳

鼻
咽
喉
科
の
石
川
浩
太
郎
医

師
が
「
高
度
難
聴
治
療
の
最

前
線
�
人
工
内
耳
に
つ
い
て

�
」
の
テ
ー
マ
で
登
壇
す
る

ほ
か
、
人
工
内
耳
装
用
者
が

体
験
談
を
発
表
。
「
聞
こ
え

の
悩
み
相
談
」
コ
ー
ナ
ー
で

は
難
聴
や
補
聴
器
に
関
す
る

無
料
の
個
別
相
談
を
受
け
付

け
る
。

事
務
局
の
浅
道
永
子
さ
ん

は
「
人
工
内
耳
に
興
味
は
あ

っ
て
も
、
な
か
な
か
踏
み
出

せ
な
い
人
は
多
い
は
ず
。
障

害
の
有
無
に
関
係
な
く
、
気

軽
に
参
加
し
て
、
理
解
を
深

め
て
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛

け
て
い
る
。

午
後
一
時
か
ら
同
四
時
ま

で
。
相
談
会
は
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
。

（
問
）
と
ち
ぎ
難
聴
事
務

所
�
０
２
８
５
・
５
１
・
１

３
２
５
。
フ
ァ
ク
ス
０
２
８

５
・
５
１
・
１
３
２
６
。

電
子
メ
ー
ル
はtcn

k
s
58

@
sk
y.u
catv.n

e.jp。
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「綾太２歳になったよ」
小川町 阿久津佳恵さん

有
明
病
院
は
最
新
の
が

ん
の
診
断
、
治
療
設
備
を

導
入
。
池
田
正
一
・
癌
研

究
会
事
務
局
長
は
「
研
究

部
門
と
一
体
と
な
り
、
基

礎
研
究
か
ら
治
療
ま
で
、

世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
が
ん

医
療
の
提
供
を
目
指
す
」

と
話
し
て
い
る
。

癌
研
究
会
は
一
九
○
八

年
、
が
ん
研
究
の
国
際
協

力
や
人
類
へ
の
貢
献
を
目

的
に
桂
太
郎
、
渋
沢
栄
一

ら
政
財
界
、
学
会
の
協
力

で
発
足
し
た
。
三
四
年
、

豊
島
区
に
日
本
初
の
が
ん

専
門
研
究
所
と
付
属
病
院

が
募
金
活
動
に
よ
っ
て
開

設
さ
れ
た
。

第
二
次
大
戦
の
東
京
大

空
襲
に
よ
る
焼
失
、
銀
座

移
転
な
ど
を
経
て
、
六
三

年
に
再
び
豊
島
区
に
病
院

（
五
百
床
）
を
建
設
。
三

年
後
に
研
究
所
も
完
成
し

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、

手
狭
に
な
っ
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
有
明
地
区
へ
の
移

転
が
決
ま
っ
た
。

有
明
病
院
は
総
工
費
約

四
百
四
十
億
円
で
十
二
階

建
て
、
ベ
ッ
ド
数
は
七
百

床
に
増
え
た
。

地
下
一
階
と
同
二
階
の

間
に
全
面
的
に
免
震
層
を

設
け
た
の
が
特
徴
で
、
大

型
病
院
で
は
世
界
で
初
め

て
と
い
う
。

従
来
は
年
間
約
四
千
件

の
手
術
を
行
っ
て
い
た

が
、
有
明
病
院
の
運
営
が

本
格
化
す
れ
ば
年
間
五
千

�
六
千
件
の
手
術
が
可
能

に
な
り
、
手
術
待
ち
期
間

が
短
縮
さ
れ
る
。

東
京
湾
を
望
む
最
上
階

に
は
新
た
に
緩
和
ケ
ア
病

棟
を
設
置
。
検
査
か
ら
治

療
、
末
期
の
ケ
ア
ま
で
が

同
一
施
設
内
で
可
能
に
な

っ
た
。
が
ん
患
者
の
精
神

面
を
支
え
る
心
療
内
科
も

新
設
さ
れ
た
。

ま
た
、
医
療
支
援
セ
ン

タ
ー
で
は
、
が
ん
治
療
で

判
断
に
迷
っ
た
と
き
の
セ

カ
ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
の
相

談
に
応
じ
る
。

日
本
の
が
ん
治
療
と
研
究
の
草
分
け
で
あ
る
癌
（
が
ん
）
研

究
会
（
東
京
都
豊
島
区
）
の
新
病
院
が
、
東
京
都
江
東
区
の
臨

海
副
都
心
有
明
地
区
に
完
成
し
た
。
三
月
一
日
に
開
院
し
、
一

九
六
三
年
に
豊
島
区
に
建
設
さ
れ
た
癌
研
病
院
と
研
究
所
が
完

全
移
転
す
る
。

癌癌研研究究会会新新病病院院

臨臨
海海
副副
都都
心心
にに
来来
月月
移移
転転
、、開開
院院

最
新
設
備
を
導
入

精
神
面
の
ケ
ア
も

癌
研
究
会
有
明
病
院
�
東
京
都
江
東
区

▼来月６日、宇都宮で漢方薬講
座 市民公開講座「漢方で元気」
（日本東洋医学会関東甲信越支部・
栃木県部会主催）が３月６日、宇都宮
市本町の県総合文化センターサブ
ホールで開かれる。入場無料。
漢方の正しい理解と普及を目的

に行っており、今回で３回目。
聴講券が必要で、はがきかファ

クスで申し込む。「漢方で元気」
聴講希望と明記し、住所、氏名、
年齢、漢方に関する質問を記入し

た上で、はがきは〒３２９�２７６３、
那須塩原市井口６３７の３、国際医
療福祉病院麻酔科内「漢方で元
気」。ファクスは０２８７・３９・３００１
へ。先着４００人。２８日締め切り。
午後１時から同３時まで。講演

する医師、内容は次の通り。
▽越井健司・越井クリニック院

長「カゼをひいたら漢方薬」▽満
川博美・仁神堂クリニック院長
「素敵に更年期」▽小菅敏雄・県
病院薬剤師会会長「漢方薬を正し
く使うために」
（問）国際医療福祉病院麻酔科

�０２８７・３７・２２２１。

上
気
道
炎
に
続
発
し
て
よ

く
見
ら
れ
る
滲
出
性
中
耳
炎

は
、
多
く
が
自
然
治
癒
す
る

の
で
問
題
は
な
い
。
こ
う
し

た
ケ
ー
ス
で
は
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、返
事
を
し
な
い
、

テ
レ
ビ
の
音
量
を
必
要
以
上

に
大
き
く
す
る
な
ど
の
時

は
、
知
ら
な
い
う
ち
に
滲
出

性
中
耳
炎
に
な
っ
て
い
る
可

能
性
が
あ
る
。

子
ど
も
に
多
く
見
ら
れ
る

原
因
と
し
て
は
、
感
染
に
対

す
る
免
疫
が
未
熟
で
あ
る
こ

と
、
ア
デ
ノ
イ
ド
（
咽
頭
扁

桃
）
肥
大
、
耳
管
の
解
剖
学

的
特
徴
が
影
響
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

原
因
と
し
て
鼻
や
の
ど
が

炎
症
を
起
こ
し
て
い
る
上
気

道
炎
が
主
因
と
考
え
ら
れ
る

場
合
は
、
鼻
汁
を
吸
引
し
た

り
の
ど
の
消
毒
が
第
一
。
鼻

炎
な
ど
が
治
療
で
き
れ
ば
、

滲
出
性
中
耳
炎
も
治
ま
っ
て

い
く
。

田
代
医
長
に
よ
る
と
、
外

科
的
処
置
が
必
要
な
の
は
、

繰
り
返
し
発
症
す
る
場
合
や

聴
力
が
か
な
り
低
下
し
た
と

き
な
ど
。

全
身
麻
酔
で
鼓
膜
を
わ
ず

か
に
切
開
し
て
、
米
粒
程
度

の
「
換
気
チ
ュ
ー
ブ
」
を
切

開
部
分
に
は
さ
む
。
チ
ュ
ー

ブ
で
中
耳
と
外
耳
が
換
気
さ

れ
、
中
に
た
ま
っ
た
液
も
チ

ュ
ー
ブ
を
通
っ
て
排
出
さ
れ

る
。
個
人
差
が
あ
る
が
、
チ

ュ
ー
ブ
は
数
カ
月
か
ら
一
年

ほ
ど
で
自
然
に
外
側
に
抜
け

落
ち
る
と
い
う
。
そ
の
後
、

必
要
に
応
じ
て
再
挿
入
す
る

こ
と
も
あ
る
。

「
滲
出
性
中
耳
炎
と
診
断

す
る
と
、
『
高
度
の
難
聴
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
か
』

と
心
配
す
る
父
母
も
多
い
の

で
す
が
、
専
門
医
に
よ
る
適

切
な
処
置
が
で
き
れ
ば
、
重

症
化
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ

り
ま
せ
ん
」
と
田
代
医
長
。

プ
ー
ル
も
水
浴
び
程
度
な
ら

問
題
は
な
い
と
い
う
。

た
だ
し
、
呼
び
掛
け
に
対

し
て
反
応
が
鈍
い
な
ど
の
兆

候
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、

早
い
時
期
に
専
門
医
を
受
診

す
る
こ
と
が
大
切
と
な
る
。

鼓
膜
の
内
側
に
あ
る
中
耳
の
中
に
液
が
た
ま
り
、
聞
こ
え
が
悪
く
な
る
滲
出
（
し
ん
し
ゅ
つ
）
性
中
耳
炎
は
、
子

ど
も
に
多
く
見
ら
れ
る
。
宇
都
宮
市
中
戸
祭
一
丁
目
の
国
立
病
院
機
構
（
Ｎ
Ｈ
Ｏ
）
栃
木
病
院
耳
鼻
咽
喉
科
の
田
代

昌
継
医
長
が
「
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
子
ど
も
の
方
が
少
数
派
か
も
し
れ
な
い
」
と
い
う
ほ
ど
、
一
般
的
な
病
気
と

さ
れ
る
。
し
か
し
、
幼
・
小
児
期
に
聞
こ
え
の
悪
さ
を
放
置
す
る
と
、
授
業
な
ど
学
校
生
活
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
、

早
期
に
専
門
医
を
受
診
し
適
切
な
処
置
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。
三
月
三
日
は
「
耳
の
日
」
。

田
代
昌
継
医
長

田
代
昌
継
医
長
に
聞
く

Ｎ
Ｈ
Ｏ
栃
木
病
院

耳

鼻

咽

喉

科

繰繰
りり
返返
すす
なな
らら
処処
置置
必必
要要

気気気気
にににに
なななな
るるるる

子子子子
どどどど
もももも
のののの
聞聞聞聞
ここここ
ええええ

注注意意必必要要なな滲滲出出性性中中耳耳炎炎
免免疫疫未未熟熟、、多多くくはは自自然然治治癒癒

？？？？
３
月
３
日
は

耳
の
日

３３
月月
３３
日日
はは
�
耳耳
のの
日日
�

�人工内耳�理解へ集い
今月２７日に県中途失聴・難聴者協会

「フミ子ばあちゃん、
りとをよろしくね」
矢板市 磯田麻優美

「同い年の内孫外孫です。
じいちゃん、ばあちゃん、

長生きしてね」
黒磯市 斉藤亜利奈さん

「じいちゃんと一緒」
大平町 木暮亜紀子さん

１２����年（平成１７年）�月��日（木曜日）第３種郵便物認可


